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論文内容の要旨
強磁性鉱物は風化に強く、火山砕屑物中に普遍的に含まれている。主にチタン磁鉄鉱系列 (s相)とイ
ルメナイトーヘマタイト系列 (α相)からなり、ともにマグマ成分を反映した組成をもっO その組成と熱
磁気特性(キュリー温度)とは相関関係にあるため、キュリー温度は火山砕屑物の特性のーっとして、同
定・対比の手段に用いられる。研究は火山灰鍵層のみを対象とするのではなく、ローム層・粘土層を含め
て、露頭ごとに磁化温度曲線のタイプに基づいて分帯し、さらに鉱物組成を調べ、その中でキュリー温度
を求め、その変化をとらえることを基本とした。既報をまとめ、あわせてキュリー温度と火山活動、磁化
温度曲線から特定される強磁性鉱物について議論した。
火山砕屑物のうち、火砕流・溶岩類の多くは、キュリー温度が5000C以上であるのに対して、軽石・ス
コリア等の降下火砕物は300--'4000Cである。八ヶ岳の降下火砕物では、スコリアで下位から上位にキュリー
温度が下がる傾向がある。 β相中のTi量の増加を意味し、より塩基性に変化するという一般的な火山活動
の推移に対応するものである。一輪廻ないし一連の活動を示すものであるが、軽石の一部でこれと逆の変
化が認められる。
関東地方の立川・武蔵野ローム層では、磁化温度曲線のタイプによる分帯と層序区分が境界付近での混
交を考慮するとほぼ一致し、下総台地と武蔵野台地のローム層の対比が可能になる。供給源(火山活動)
が一連のものであることを示唆する。
中・後期更新世の広域火山灰であるPm-1、GoP、クリスタルアッシュについて対比を試みた。その
中で、Pm-1とGoPはα相を伴うが、粘土化の進んだ場所ではα相のみでβ相が認められなし、。上総層群
等の中・下部更新統中の火山灰にはα相のみからなるものが多い。 α相にβ相が少量含まれる場合、イル
メナイトラメラを伴うS相粒子で、 β相の一部または全部が消失する様子が観察される。 α相を多く含む
のは酸性の環境下でβ相が融けたためと結論される。
論文審査の結果の要旨
中部地方から関東地方にかけての第四系の中には多くの広域火山灰層が挟在する。これらの火山灰層は
地域層序聞を対比する上で非常に重要な鍵層となっているが、それらの火山灰層に挟まれる降下火砕堆積
物(いわゆるローム層)については、同定上多くの問題を含んでいる。つまり、同様な層相のものがいろ
いろな層準に含まれていたり、風化により火山ガラスを含めてその構成鉱物が変化したりするために、必
-98-
ずしも同ーのものと認識できない場合がある O このような難点を克服するひとつの手段として、風化に強
く、噴火時の火山岩成分を反映した強磁性鉱物を用いることは、他の分析手法との組合せで非常に有効な
方法である O ただし、単にこれらを鉱物の化学的成分だけで検討することは危険であり、厳密な吟味が必
須である。
筆者はこの点に焦点をあてて、降下火山砕屑物中の強磁性鉱物のキュリー温度について詳細に検討した。
火山砕屑物中に含まれる強磁性鉱物は、主にチタン磁鉄鉱系列とイルメナイトーへマタイト系列からなり、
マクゃマの成分を反映した組成を示す。これらの強磁性鉱物のキュリー温度はしたがって、マグ、マの成分を
反映した組成を示す。このことから筆者は中・後期更新世の代表的降下火山砕屑物中の強磁性鉱物の熱磁
気特性を磁化温度曲線の形態を用いて考察した。この結果、一定の層準では下部から上部にむかつて塩基
性に変化するという火山活動と調和的な傾向を見いだした。この結果を用いて、筆者は従来広域火山灰層
の層準でしか対比されていなかった武蔵野台地と下総台地の降下火砕堆積物の細部にわたる層序対比を提
案した。
また、同様な手法を広域火山灰層にも適応し、従来、混乱していた対比について決着を付けた。つまり、
風化によって異なった火山灰層と見られていたものを同ーのものとしたり、同様な成分のために複数の火
山灰層が一連のものとして扱われていたものを、単層単位で対比できることを示した。このように、本論
文は第四系層序対比に有効な研究手法を開発することによって、第四紀層序学の分野での発展に寄与する
成果を得ており、博士(理学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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